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緑
肥
を
用
い
た
畑
地
の
土
づ
く
り

　
野
菜
を
作
付
け
し
て
い
る
生
産
者

の
多
く
は
、
輪
作
体
系
に
緑
肥
を
組

み
込
み
、
土
づ
く
り
を
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　
緑
肥
の
有
用
性
や
ポ
イ
ン
ト
を
整

理
し
ま
し
た
の
で
、
改
め
て
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

土
づ
く
り
に
役
立
つ
主
な
効
果

⃝
有
機
物
の
供
給

　
緑
肥
は
す
き
込
む
こ
と
で
作
土
に

有
機
物
を
供
給
で
き
ま
す
。
有
機
物

が
土
壌
中
に
増
え
る
と
団
粒
が
形
成

さ
れ
、
作
土
が
軟
ら
か
く
な
っ
た
り
、

保
水
性
や
透
水
性
が
向
上
し
た
り
と
、

土
壌
物
理
性
が
改
善
し
ま
す
。

　
１
年
後
に
炭
素
１
５
０
㎏
/
10
ａ

相
当
の
有
機
物
を
土
壌
に
蓄
積
す
る

に
は
、
牛
ふ
ん
た
い
肥
で
あ
れ
ば

投
入
量
は
１
・４
t
と
な
り
ま
す
が
、

ソ
ル
ガ
ム
（
播
種
量
５
㎏
/
10
ａ
）

な
ら
草
丈
2
２
０
㎝
（
地
上
部
乾
物

重
１
・３
t
相
当
）
の
も
の
を
す
き

込
む
こ
と
で
同
程
度
と
な
り
ま
す
。

⃝
硬
盤
層
の
改
良

　
硬
盤
と
は
、
一
般
の
ロ
ー
タ
リ
ー

耕
う
ん
で
は
耕
せ
な
い
深
さ
15
～
30

㎝
に
、
農
機
等
の
踏
付
け
に
よ
っ
て

で
き
る
緻
密
度
の
高
い
土
壌
の
層
の

こ
と
で
す
。
エ
ン
バ
ク
な
ど
の
緑
肥

は
根
が
深
さ
１
０
０
㎝
く
ら
い
ま
で

伸
び
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
根
が
硬

盤
に
貫
入
す
る
た
め
、
緑
肥
は
種
類

に
よ
っ
て
下
層
土
の
物
理
性
や
排
水

性
を
改
善
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま

す
。

⃝
養
分
供
給
に
よ
る
減
肥

　
緑
肥
を
す
き
込
む
こ
と
で
、
含
ま

れ
る
養
分
が
土
壌
に
供
給
さ
れ
ま
す
。

ヘ
ア
リ
ー
ベ
ッ
チ
な
ど
マ
メ
科
で
は

窒
素
と
カ
リ
が
、
ソ
ル
ガ
ム
な
ど
イ

ネ
科
で
は
カ
リ
が
供
給
さ
れ
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
野
菜
収
穫
後
の
畑
に

は
多
く
の
養
分
が
残
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
特
に
硝
酸
態
窒
素

や
カ
リ
は
雨
水
と
と
も
に
地
下
深
く

に
流
亡
し
、
後
作
物
が
利
用
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
作
付
け
の
無

い
期
間
に
緑
肥
を
栽
培
し
て
緑
肥
に

肥
料
を
吸
わ
せ
、
そ
れ
を
作
土
に
す

き
込
め
ば
次
作
の
作
物
が
養
分
を
利

用
で
き
、
減
肥
に
つ
な
が
り
ま
す
。

⃝
有
害
生
物
の
抑
制

　
緑
肥
を
導
入
す
る
こ
と
で
輪
作
作

物
の
種
類
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
、

土
壌
病
害
の
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
緑
肥
の
種
類
に
よ
っ
て
は
有
害

線
虫
を
抑
制
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

緑
肥
の
選
び
方

　
表
を
参
考
に
、
メ
イ
ン
作
物
の
栽

培
時
期
や
緑
肥
に
期
待
す
る
効
果
を

考
え
て
、
緑
肥
の
種
類
と
栽
培
時
期

を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

緑
肥
利
用
上
の
注
意
点

•
緑
肥
も
連
作
障
害
や
養
分
欠
乏
が

発
生
し
、
生
育
不
良
を
起
こ
し
ま

す
。
緑
肥
の
種
類
や
施
肥
に
つ
い

て
も
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

•
す
き
込
み
遅
れ
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
遅
れ
る
と
窒
素
供
給
効
果
が

小
さ
く
、
後
作
物
で
窒
素
飢
餓
が

起
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
使
用
す
る
機
械
の
能
力
を
超
え

て
育
っ
た
緑
肥
は
上
手
く
す
き
込

め
な
く
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

•
緑
肥
の
腐
熟
期
間
を
設
け
ま
し
ょ

う
。
腐
熟
期
間
は
温
度
や
緑
肥
の

種
類
、
大
き
さ
（
有
機
物
量
）
に

よ
っ
て
も
異
な
り
ま
す
が
、
草
丈

1
5
0
㎝
の
ソ
ル
ガ
ム
（
C
/
N

比
20
以
上
）
に
お
い
て
す
き
込
み

５
週
間
後
で
も
後
作
物
（
キ
ャ
ベ

ツ
な
ど
）
に
植
え
傷
み
が
生
じ
た

ケ
ー
ス
も
あ
り
、
注
意
が
必
要
で

す
。

※
本
原
稿
及
び
表
は
「
緑
肥
利
用
マ

ニ
ュ
ア
ル
―
土
づ
く
り
と
減
肥

を
目
指
し
て
―
」（
2
0
2
0
年

３
月
、
農
研
機
構
・
中
日
本
農
業

研
究
セ
ン
タ
ー
）
を
基
に
作
成
し

ま
し
た
。

大
里
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー農

業
支
援
部

表　緑肥の種類と期待される主な効果

科名 作物名 主な
栽培時期

土作り（物理性） 減肥効果 有害生物抑制
有機物
の供給

硬度
改善

透水性
改善

窒素
供給

カリ
供給

土壌
病害

有害
線虫

イネ科 ソルガム
エンバク

春（初夏）〜秋
秋〜冬

◎ ○ ○ ○※ ◎ - ○
◎ ○ - ○ ◎ ○ ○

マメ科 ヘアリー
ベッチ

秋〜春
（春まき可） - - ○ ◎ ○ - -

キク科 ヒマワリ 春（初夏）〜秋 ◎ ○ ○ ○※ ◎ - -

アブラナ科 カラシナ 秋〜春
（春まき可） ○ ○ - ◎ ○ ○ -

◎非常に効果あり　○効果あり
※すき込みが遅れると窒素供給効果が小さく、窒素飢餓を起こす可能性があります。

【全体運】気が多くなりがちなので欲張り過ぎないように。用事はリストアップし優先順位を整理。後半は助けてくれる人あり
【健康運】香りの良い入浴剤で、ゆったりとバスタイムを　　【幸運の食べ物】野沢菜
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